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術後患者の創治癒に適した寒冷環境
（氷嚢と氷嚢カバーの改良を試みて）
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1　はじめに
　整形外科領域では、手術操作による組織の浮腫・出
血による神経の圧迫予防・妖言緩和・炎症の予防・鎮
静効果を目的とし、術後寒冷療法が行なわれる。
　当病棟では氷嚢を用いた冷却を慣例的に施行してい
るが、昨年の看護研究で病棟従来の方法は生理学的効
果を半減し、時には機能の回復を遅延させる恐れがあ
ると報告した。その後も同じ方法により冷却を施行し
ているがその有効性は明らかとされていない。馬場は
低温刺激は血管拡張を起こし冷却には不適切であると
延べ、民田は局所血管の収縮による生体への影響を期
待するため低温刺激が必要と述べている。
　このように冷却にまつわる情報は統一されていない
のが現状であり、術後患者への安全で有効な冷適法に
ついて更なる研究が必要とされていた。
　今回、有効な冷却方法を追求する過程に於て、氷嚢
の形状が局所・全身に及ぼす影響に着目し、実験を通
し検証した結果をここに報告する。
ll研究方法
《パターン1》
（1）対象：成人健康女性20名　X＝27歳
（2）実験方法：各種パターン（ゴム球状綿油・ゴム長
　方形池袋・DIVボトル綿油・ゴム球状ポリエステ
　ル袋・ゴム球状レーヨン袋・ゴム球状ナイロン袋）
　を用意。あらかじめ設定した箇所を寒冷血管反応に
　対応する15分間と定め冷却。テルモ深部温モニター
　を使用し、表面温・深部温の測定を行なった。同時
　に体温変化の観察のため、テルモ電子体温計による
　体温測定（0．5．10．15．／min）を行ない各種
　パターンの表面皮膚温度・深部温度・体温をt検定
　し、従来の方法との差を算出した。　（表1）
　　被験者に対し5．10．15．／min毎に感覚のインタ
　ビューを行なった。　（表H）
《パターン2》
（1）仮説①球状氷嚢群と長方形氷嚢群では局所反応・
　　　　　全身反応に変化が見られる。
　　　　②長方形氷嚢は、球状氷嚢より創治癒を促進
　　　　　する。
（2）対象：Ope後患者6名X＝69歳
　症例①67歳♀　左膝関節全置換術　既往RA．
　　　②69歳♀　左膝関節全置換術
　　　③70歳♀左膝関節全置換術
　　　④83歳♀左大腿骨観血的整復固定術
　　　⑤69歳♀左股関節全置換術
　　　⑥56歳♀左人工骨頭置換術既往RA．
　症例①～③　ゴム球状誌面氷嚢（以下球状群）
　　　④～⑥　ゴム長方形綿袋氷嚢（以下長方形群）
（3）実験方法：創部付近の冷却はt検定による従来の
　冷却方法との有意差が最も認められたゴム長方形綿
　袋と、従来の方法であるゴム球状浮袋による2種類
　を採用した。
　　Ope後患者を2群に分け、それぞれに日本光電
　サーミスタ温度プローブを創部付近に装着、冷却を
　開始した。表面皮膚温度・体温を測定、同時に創部
　の状態（発赤・腫脹・創痛）を観察・感覚をインタ
　ビューした。以上の結果を一覧表（表皿一（1）・（2））
　にまとめた。
　　パターン1の条件と異なる点は測定器具をテルモ
　深部温モニターから日本光電ライフスコープに変更
　したことで深部温の測定が省かれた点にある。
　　更に球状と長方形の差を検証するため、氷の融解
　時間の実験（融解実験）を試みた。長方形800g×1
　球状400g×2の氷嚢を室温28℃の環境で同時に融解
　開始した。球状＝5時間経過後・長方形＝7．5時
　間経過後融解を終え実験は終了した。
《実験場所・日時・室温・湿度・必要物品・手順＝付
録参照》
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皿　結果及び考察
《球状群と長方形群の冷却による表面皮膚温度の変化》
球状群・長方形群それぞれにサーミスタ温度プロー
ブを装着し、創部付近の冷却を開始した。表面温度を
モニターし、最低値に達した時点の温度を測定値とし
た。
　球状群と長方形群の表面温度の経過を表記一（1）・（2）
に示し、球状群・長方形群の表面温の平均を以下の表
に示した。表二一（1）・②一①
項目 球状群 長方形群
最低値 症例①34．4℃
ﾇ例②33．5℃
ﾇ例③34．3℃
ｽ均34．0℃
@±0．3～0．5
症例④30．1℃
ﾇ例⑤33．6℃
ﾇ例⑥34．0。C
ｽ均32．5℃
@±1．5～2．4
最高値 症例①36．5℃
ﾇ例②35．8℃
ﾇ例③35．8℃
ｽ均36．0℃
@±0．2～0．5
症例④35．30C
ﾇ例⑤36．2℃
ﾇ例⑥36．8℃
ｽ均36．10C
@±0．1～0．9
測定期間中の
¥面温平均値
症例①～③
@　35．3℃
症例④～⑥
@　34．4℃
表皿一（1）・（2）一②
球状群・長方形群
表面温のt検定n＝6
　＠　　＠　　＠
（D　t＞to　t＞to　t〈to
②t＞to　t＞to　t〈to
＠　t＞to　t＞to　t〈to
　上記平均値の結果、球
状と長方形に明らかな差
は認められず、t検定の
結果、長方計群に若干の
差が認められた。次に計
測データを表皿に示した。
両者を比較すると球状群
は3例とも表面温の変化
が少なく一定であるのに
対し、長方形群にばらつ
きが認められた。球状群
は同じ術式であり、年齢も近いことからほぼ一定の表
面温が保たれたと思われる。一方、長方形群の表面温
にばらつきが見られたのは、実験者の手技的なミスの
可能性や、被験者の個人差が表面温に大きく関与して
いることが確認された。長方形群の症例④と⑥はたび
たび氷嚢の水漏れがあり、更に症例④に関しては術後
講妄が強く、冷却が充分なされていない可能性があっ
た。そのたあ表面温のばらつきが生じたと考えられ、
今回の研究では、実験環境が整わず、球状群・長方形
群に表面温差を観察することは出来なかった。
《球状群と長方形群に於ける体温の変化》
　表面温測定開始と同時に腋窩温を測定、球状群・長
方形群の体温の経過を表皿一（1）・②に示す。
球状群・長方形群の体温の平均を以下の表に示した。
表皿一（1）・（2）一③
項目 球状群 長方形群
最低値 症例①35．2。C
ﾇ例②36．1℃
ﾇ例③35．8℃
ｽ均35．7℃
@±0．1～0．4
症例④35．8℃
ﾇ例⑤36．4。C
ﾇ例⑥36．7。C
ｽ均36．3℃
@±0．4～1．0
最高値 症例①38．4℃
ﾇ例②36．7℃
ﾇ例③38．1℃
ｽ均　37．7℃
@±0．1～0．5
症例④38．2℃
ﾇ例⑤37．6℃
ﾇ例⑥38．3℃
ｽ均38．OOC
@±0．2～0．4
測定期間中の
ﾌ温平均値
36．4℃ 36．8℃
　上記平均値の結果、
球状と長方形に最低値
1．4℃～最高値0．30C
の差が認められた。次
に測定期間中の球状群・
長方形群の平均体温の
差は0．4℃であった。
t検定の結果は両者に
有意差が認められた。
次に計測データを表高
一（1）・（2）に示した。
表皿一（1）・②一④
　球状群・長方形群
体温のt検定　n＝6
症例④
　①tくto
　＠t〈to
　＠t〈to
＠　　＠
t〈to　t＞to
t＞to　t＞to
t＞to　t＞to
ope後平熱との差は球状群一1．2～＋0．8℃・長方形群
一〇．1～＋0．7℃となり両者の差は1℃～2℃であっ
た。
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症例　平熱　　測定中平単三　ope後発熱
①35．7℃　36．5℃＋0．8／3日迄発熱
②36．　3℃　36．3℃±0／発熱なし
③36．40C　35．2℃一1．2／1日目発熱
④36．6℃　37．3℃＋0．7／2日目迄発熱
＠36．20C　36．6℃＋O．4／　，i
⑥36．7℃　36．60C－0．1／4日間発熱
±　O．　4t一　O．　6±　O．　9一　1．　2
（37．0～37．4℃＝微熱・37．5QC～＝発熱）
方形群一〇．1～＋0．7℃となり両者の差は1℃～2℃
であった。
　整形外科の特徴としてopeの際人工材料（金属・
プラスチック等）が使用される。症例①～⑥も金属材
料が使用されており、ope後4日目まで発熱が認めら
れるのは、手術による炎症反応と人工物による免疫反
応の現れであり、生体の生理的反応と考えられる。以
上の結果から症例①～⑥はope後の正常な創傷治癒過
程を辿っており、形状の違いによる体温の変化と生体
への影響は認められなかった。
《球状群と長方形群に於ける創部（発赤・腫脹・創痛）
　の変化》
　測定時、創部の状態（発赤・腫脹）を観察しながら
創痛の程度を4段階スケールでインタビューした。
ope後12～15日の経過が表皿一（1）・（2）に示されている。
ope後6日目までの経過を以下の表に抜粋した。
表皿一（1）・（2）一⑤
発赤・腫脹・創痛 〃 〃 〃 〃 〃
ope後1囲 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目
① ±／一／3 ±／一／2 一／一／2 一／一／2 一／一／2 一／一／2
② ±／＋／2 ±／±／2 ±／±／1 ±／±／1 ±／±／1 ±／±／1
⑧ ±／±／2 ±／±／2 ±／±／1 ±／±／1 一／一／1 一／一／1
④ 一／一／2 一／一／2 一／一／2 一／一／2 一／一／1 一／一／1
⑤ ＋／＋／2 ＋／＋／2 一／±／2 一／±／2 一／±／2 一／±／2
⑥ ＋／＋／4 ±／±／2 ±／±／2 ±／±／2 一／±／2 一／±／1
（発赤’mewa”Nし渤±／強く有り＋創斜なし1／少しG　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／痛い3／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛曼できない4）
　症例④（観血的整復固定術）以外の人工物挿入術患
者に術後6日迄、有りまたは強く発赤が認められた。
症例①～③に比較的発赤が認められたのは血管に富ん
だ膝部のopeが関連していると考えられる。また症例
④以外のopeは人工物を使用していることから生体の
免疫反応の現れと考えられる。全症例ともope後7日
目以降発赤は消失した。　このようにope式に相違があ
ることから、球状と長方形の差を検証することは出来
なかった。
　腫脹には個人差が有り、全く認められない症例と2
日～6日間認められる症例に分かれた。症例①と④は
ope後1日目から測定期間中腫脹が認められずに経過
した。症例②③⑤⑥はope後4日～6日間腫脹が認め
られ7日目以降消失した。症例①と④に腫脹が見られ
ない原因は明かではないが、症例④は観血的整復固定
術を施行しており、他のopeに比べ創が小さかった事
が関係していると考えられる。腫脹は炎症または充血、
体液の貯留が原因しており、治癒過程では浸出破壊相
～増殖相に通常見られる。肉芽組織の形成は炎症反応
と密接な関係にあり、炎症反応が存在すれば必ず肉芽
の形成が見られるとされている。今回の症例は創傷治
癒を阻害する局所的・全身的因子が出現しなかったた
め、正常な治癒過程を経過しており、　球状群と長方
形群に明かな違いは認められなかった。
　創痛は2日～6日間全症例に認められ、3日～7日
目以降消失した。症例①と⑥は術後1日目に痛い・我
慢できない痛みがあり、症例⑥は鎮痛剤を使用してい
る。通常ope後1日～4日は組織の損傷、筋肉の算筆
反射により墨黒が出現する。3日～14日中肉芽組織の
増殖による毛細血管の新生、線維芽細胞の増殖のため
創の抗張力が増し軽度の疹痛を伴う。1～2週間以後
新生した毛細血管や浸出細胞が減少し疹痛は消失、創
部の治癒は完成する。そのため、殆どの患者にope後
の痛みが伴ったと思われる。
　球状群と長方形群を比べると表の上では球状群が日
数的にもスケール的にも早期に創痛緩和が図れたよう
に見受けられる。しかし症例④は誰妄が強くope前後
興奮していたのでスケールの信心性に欠けるため、
今回の研究から氷嚢の形状による駆馳の差はわずかと
いえる。
　整形外科の膝関節ope後は軽度の屈曲位で可動域制
限ブレース（ニーブレース）により固定され、股間節
大腿骨のope後は回旋中間位で保持するため外転枕
　（ピロー）が使用される。創の程度、疹主軸値、精神
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状態等により痛みの感覚には個人差も見られるが、関
節の可動を制限するたあ大腿四頭筋の緊張により創部
の付近が痛み患者は禁野と混同し我慢してしまう事が
ある。そのため創痛と筋緊張による痛みを誤らないよ
う、注意深い観察が必要となる。
《球状群と長方形群に於ける感覚の変化》
　測定時症例①～⑥に冷却時の感覚をインタビューし
た結果を以下の表に示した。
球状群 長方形群
・あまり冷たい感じがない…
@　　　　　　　　　3名
E気持ち良かった
・寒かった
E他の部分まで冷’えてしまう
E痛みが和らぐ気がする
E冷えていて気持ち良い
　症例①～⑥にインタビューした結果球状と長方形の
差を裏付ける意見が不足したため、実験を追加し感覚
の変化を検証した。　（実験方法省略）
　（1）カバーの上からの氷嚢の温度＝2℃～7℃
　（2）氷の温度＝20C
　（3）寒冷血管反応＝ゴム球状綿袋氷嚢⇒見られず
　　　　〃　　　　ゴム長方形綿袋氷嚢→見られず
　　　　〃　　　　氷野に手指の直接冷却⇒見られる
（氷中冷却テストの結果）
・1分30秒～2分＝冷たい感じ～感覚がなくなる
・3分～3分30秒＝暖かくなる感じ～焼けるような感
　　　　　　　　　じ
・3分30秒～4分30秒＝刺されたように痛い
・4分30秒～＝発汗後痺れ～感覚がなくなる
　上記テストの結果、直接局所を冷却した場合寒冷血
管反応が認められたが、ゴム球状綿袋とゴム長方形綿
袋には寒冷血管反応が認あられず、表面温の低下も緩
慢であった。これはカバーにより直接の冷気が遮断さ
れていることや、氷嚢を入れたカバーの温度測定から
理解出来るように、外気温によって温度が左右される
ことから一定の温度での冷却は不可能であることが原
因と推測される。冷却部位も大腿部や膝関節など寒冷
血管反応の出現が起こりにくい部位での冷却が多く、
墨田が述べるように冷却の影響を期待するたあには低
温刺激が必要という説を優先すると、どちらの方法も
局所血管への刺激が少ない事となる。ただし、寒冷血
管反応と創治癒の関係に関する研究は、現在実験段階
にあり、更なる検証が必要となる。
　パターン1一表llの看護婦への球状と長方形のイン
タビューと上記の患者へのインタビューに於ても、抽
象的な表現が多く、その差を明確には出来なかったが、
球状綿袋より長方形一町の方が密着性があり気持ち良
いという意見が聞かれたのは新しい方法という暗示や
視覚に関わる心理的影響と考えられる。
IV　まとめ
（1）実験環境が整わず、球状群と長方形群の表面温へ
　の影響を検証するには至らなかった。
（2）症例①～⑥はope後の正常な生理学的反応を示し
　ており、形状の違いによる体温の変化と生体への影
　響は認あられなかった。
（3）ope式の違い、創部の状態により個人差認あられ
　たが、症例①～⑥は正常な創治癒過程を辿っており、
　球状群と、長方形群の形状の違いによる西部の影響
　に明らかな差は認められなかった。
（4）球状群と、長方形群では、長方形群の方が気持ち
　良さを感じる意見が多く、新しい方法という暗示や
　視覚に関わる心理的影響が関与していると考えられ
　る。
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付録
《パターン1》
・場所：14階西病棟・対象：成人健康女性20名
・日時：　H．　9。9／1～9／119：00～11：0017：00～19：00
・室温：27±1℃　・湿度：55±5％
・氷嚢温度：4℃
一　98　一
・測定器具：テルモ深部温モニターコアテンプCTM205
　　　　　テルモ電子体温計C202
・必要物品：測定器具機i械一式・氷（400g×2．800g×1）
ゴム製球状氷嚢（市販）2個・ゴム製長方形氷嚢2個
　（手製）・テルモ生食1000mlDIVpack1個・
　　氷嚢カバー（綿製．ポリエステル．レーヨン．ナ
　　イロン各1枚）ビニール袋4枚目計量器・寒暖計
　・手順：
①準夜勤を除く勤務終了後、10分間ベット上仰臥位
　で安静においた後、右腸骨棘突起から膝蓋骨中央を
　結んだ中点の大腿骨側面にプローブを貼用。
②体温計で腋窩温を1分間測定。
③　冷却前プローブ貼用部位の表面温・深部温を測
　器（テルモ社CTM205）で測定。
④プローブの上に各種氷嚢を貼用し冷却開始。5・
　10・15／分毎に表面温・深部温を測定し記録。
⑤体温計で腋窩温を5・10・15分毎に測定。
⑥　貼用中の温度感覚を被験者から聴取。
　《パターン2》
　・場所：14階西病棟病室
　・日時：H9．10／9～11／159：00前後
　・温度：25±2。C　・湿度：54±4％
　・氷嚢温度；4℃
　・測定器具：日本光電ライフスコープLC
　　　　　　日本光電サーミスタ温度プローブ
　　　　　　テルモ電子体温計C202
　・必要物品：測定器具機械一式・氷（400g×2．800g×1）
　ゴム製球状氷嚢（市販）2個・ゴム製長方形氷嚢1個
　　（手製）綿製氷嚢カバー一2枚・綿製氷嚢カバー1枚・
　　　　　ビニール袋3枚目計量器・寒暖計
　・手順：
①Ope後患者の了解を得て恥部付近にプローブ貼用。
②体温計で腋窩温1分間測定。
③ゴム球状綿袋氷嚢群・ゴム長方形綿袋氷嚢群に分
　け、数日に渡り冷却。プローブ貼用部位の表面温を
　測定器（日本光電ライフスコープLC）で測定、モ
　ニター開始。
④4分間モニター後腋窩温を1分間測定。
⑤　貼用中の温度感覚を被験者から聴取。
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表1　各冷却パターンのt検：定
　　　　　a：ゴム球状綿弓　　blゴム長方形綿袋　　c：DIVボトル綿袋　　d：ゴム球状ポリエステル袋
　　　　　e：ゴム球状レーヨン袋　　f：ゴム球状ナイロン袋　　　　　＊＝有意差あり（t＞．05）　　無印＝有意差なし
〈ゴム球状丁丁＞　　　　　　　　　n－16　　　〈ゴム長方形丁丁＞　　　n－16　　　〈DIVボトル綿袋＞　　n－14
f
o’一”‘
ot
　｛ターン
高奄 b C d e f
0
5
体温
10
15
0 ＊ ＊ ＊
5 ＊
深部温
10 ＊
ユ5 ＊
0 ＊
5 ＊ ＊ ＊
表面温
10 ＊ ＊ ＊
ユ5 ＊ ＊ ＊ ＊
b C d e f
＊ ＊
＊
＊
＊
＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊ ＊
a b C e f
＊ ＊
＊
＊
＊
＊ ＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊ ＊
〈ゴム球状ポリエステル袋〉 n＝14
a b C e f
0
5
体温
10
15
0 ＊ ＊ ＊
5
深部温
10
15
0 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
5 ＊ ＊ ＊ ＊
表面温
10 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
15 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
〈ゴム球状レーヨン袋＞　n－14
a b C d f
＊ ＊ ＊
＊ ＊
＊ ＊
＊
＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊ ＊
〈ゴム球状ナイロン袋＞　n－14
a b C d e
＊
＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊
＊ ＊ ＊
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表II　氷嚢6パターン別感覚インタビュー
ゴム球状綿袋 ゴム長方形綿袋 DIVボトル綿袋 ゴム球状ポリエステル袋 ゴム球状レーヨン袋 ゴム球状ナイロン袋
・点で当たっていると ・球状より冷たく感じ ・今までの中で一番冷 ・綿袋とかわりがない ・今までで一番冷たい ・他のものと変わら
思ったが全体的に冷 る たい ない
えている。 ・8分後、足先がじん ・点としてあたっている ・足先がしびれている
じんしてきた ・ゴム長方形と同じ位 感じでなく、全体が冷 ・水が湿った様な感
・思ったより冷たいが い冷えてると感じる えている ・局所的に冷たい じで冷えてる感覚
冷えるのは局所だけ ・6分後から足が冷た 痛い はない
である く感じ、10分後から ・ここちよい冷たさで ・冷えすぎて痛い
痛くなってきた はなく、時々はずし ・点であたっている ・下半身が冷える
・足先が冷たい たい痛さがある ・内部まで冷えている感
・最初は冷たく感じた じ ・始めは痛くて冷たい ・あたっている面す
・足先が温かい が、4分後には感覚 ・適度に気持ちいい が徐々に感じなくな べてではなく一点
としては鈍麻である ・8分後に痛みが消失し ってきた のみの、冷たさが
・8分位から急に冷た ・5分後には全身が冷 た ある
く感じた えてきた
・軽い冷たさのみで
・8分後から冷たさに ・氷をあてているよう ある
慣れてきて、あまり な感じ
冷えている感覚がな
｢
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④ 2 一 一 2 　 ｝ 2 一 一 2 一 　 1 一 『 1 一 一 1 一 一 1 一 』 1 一 一 1 一 一 1 一 ｝ 1 一 一
⑤ 2 十 十 2 十 十 2 ± 一 2 ± 一 2 ± 一 2 ± 一 1 ± 一 1 ± ｝ 1 一 一 1 一 一 1 一 一 1 一 一 至 一 ｝ 1 一 『
⑥ 4 十 十 2 ± ± 2 ± ± 2 ± ± 2 ±： 　 1 ± 一 1 ± 一 1 ± 一 1 ± 一 1 之 一 1 ± 一口 ± 一 玉 一 一 1 一 　
㊥ダーゼン2T2X 全抜糸消炎
ﾁ痛剤
④⑤⑥
㊥ロキソニンダ噸 2T3X 全抜糸
抜糸後3G日閥蓬
VTまで
dNTまで㊥赫一ルSR2C 全抜糸
消炎、鎮痛剤
R生剤使用状況
堰F内服薬
?：座薬
?こ点滴
㊥ポルルンSP2
㊥パン型rバヲX ㊥セブゾン3C3X 終了抗生剤
R菌剤
④⑤⑥
㊥パン型健 ㊥セフゾン3C眠 ＋5日
＠パン理償
㊥7ルマリンlg× ⑤セフゾン3C3X 十工旧
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